
第38回日本クラブユース選手権
（U-15）大会報告書



概要

• 期日

2023/8/15（火）〜8/24（木） 予選リーグ３試合、決勝トーナメント５試合

参加者

選手20名（GK2名、FP18名）スタッフ5名（小林、中島、竹元、笹方、須賀）

• 会場

北海道帯広市周辺の会場 ※今年度で終了

• 競技方法

グループステージは試合時間70分（ハーフタイム10分）

ノックアウトステージ準決勝からは80分（ハーフタイム15分）

※ノックアウトステージ引き分けの場合、準決勝からは延長あり



グループリーグ組み合わせ



塩尻哲平
66分 

坂元佑綺
35分

丸尾康太
69分

海保 楓太
70分

山田 空輝
35分

長谷川 貴也
70分

津田 颯太
70分

川中 碧音
35分

木立 希望
70分

岡崎 葵
64分

木村風河
70分 

西川 碧
6分＋ADT

山元 詠太郎
4分＋ADT

大島鉄平
70分

エゼモクエ
35分

荒本 路久
1分＋ADT

STARTINGMENBER
U15 7人
U14 4人

CY①vs FC多摩
結果：3－3
得点 塩尻２、丸尾１



CY②vs アスルクラロ沼津
結果：6－1
得点 塩尻２、木村2、坂本１、荒本１

塩尻哲平
70分 

坂元佑綺
26分＋ADT

丸尾康太
70分

海保 楓太
70分

長谷川 貴也
70分

津田 颯太
64分

川中 碧音
70分

木立 希望
35分

岡崎 葵
44分

木村風河
70分 

西川 碧
26分＋ADT

大島鉄平
70分

エゼモクエ
44分

荒本 路久
35分

米田 剛琉
6分＋ADT

片山祥太
ADT

STARTINGMENBER
U15 6人
U14 5人



塩尻哲平
35分 

坂元佑綺
70分

丸尾康太
35分

海保 楓太
70分

長谷川 貴也
70分

津田 颯太
70分

川中 碧音
70分

片山祥太
35分

木村風河
35分 

西川 碧
59分

大島鉄平
70分

エゼモクエ
35分

荒本 路久
35分

米田 剛琉
11分＋ADT

力石準之介
44分

國吉晴向
35分

STARTINGMENBER
U15 8人
U14 3人

CY③vs ヴィクサーレ沖縄
結果：4－1
得点 塩尻２、OG、坂本１



ノックアウトステージ



塩尻哲平
70分 

坂元佑綺
35分

丸尾康太
70分

海保 楓太
70分

長谷川 貴也
70分

津田 颯太
70分

川中 碧音
70分

岡崎 葵
35分

木村風河
70分 

西川 碧
35分

大島鉄平
70分

エゼモクエ
35分

荒本 路久
70分

STARTINGMENBER
U15 6人
U14 5人

CY R32vs べガルタ仙台
結果：3－3(PK3-4)
得点 木村１、塩尻２



選手へのアプローチ

・試合当日の出発前にMTG(開幕戦以外は映像あり)

・試合後の夜に振り返りMTG(映像あり)

大会を通じて提示＆振り返った項目

①試合の入り方(立ち上がり５分)

②起点

③場所を守る⇔ボールを奪う

④交代選手



チームでの成果（ピッチ内）

①相手CBを攻める(４試合で16得点)

⇒シーズンを通しての取り組み

②「一人でボールを奪う」ことに関して、高い意識と前向きのボー
ル奪取に手応えがあった(1の守備)

⇒7月、8月の取り組み

③U14年代の選手を多くスタメンで起用できた(R32では11人中5人)



チームでの課題（ピッチ内）
①ボールを自分の場所において闘えなかった

特に多摩戦では密集で奪いにくる相手に対して、自分の場所にボール
を置いて、選んでプレーすることが少なかった(逆をとらない)。

それにより時間がほとんど貯まらなかった

⇒体の競争や判断の焦りでボールロストが多い

⇒大会を通じて相手保持の時間が多く生まれ被セットプレーも増えた

②奪うorゴール側に戻すの判断(2の守備)

相手と横並びの状況で、「奪いたい」をおさえられず、分かられてい
てもボールにちょっかいをかけることが多かった

⇒それにより相手が速くなるor無駄なファウルが起こる



チームでの課題（ピッチ内）
③勝つための確率を上げる、もしくは下げるプレーをまだまだ理
解・実践させられていない。

例)

・無駄なファウル

・足の出し方(被CK)やクリアーの判断

・セットプレーの前後

・感情を相手に見られてしまう(幼さ)



ピッチ外での経験

・1週間以上の合宿(連戦や休息日などストレスのかかり続ける状
態)を経験することで、オンとオフの切り替えや、ピッチ外での
過ごし方が反映されやすかった

・感情が多く動いた分、選手が感じていることを言葉にして話せ
た。

・選手同士で刺激を得た(2年生から見た3年生)

・スタッフも成長するきっかけを得た

⇒選手に話がより伝わりやすく

なったと感じている



今後に向けて

①技術(余裕がもてるほどの頭・体・ボールを扱う技術)

②勝つ確率を上げる、下げるプレーを体で覚える

③一人で解決できる力(オフザピッチからの視点で)

⇒年齢関係なく無意識レベルへ！



感謝・御礼



感謝・御礼



ハナサカクラブの皆様
日頃から温かいご声援、ご支援いただき
誠にありがとうございます。
今後ともよろしくお願いいたします。
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